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することにより D 環となる 13員環を構築し，最後にラクタムカルボニルを還元することにより，




にはマダンガミン D，第四節にはマダンガミン A，第五節にはマダンガミン Bの全合成がそれぞれ
詳細に述べられている。 
第六節には合成したマダンガミン類の生物活性試験の結果が記されている。生物活性試験により，
細胞毒性と D環部の構造，特に不飽和結合の数とに密接な関係があることを明らかにした。 
総括には本研究の成果がまとめられており，実験編には本論文における実験操作および反応生成
物のスペクトルデータの解析等が詳細に記述されている。 
以上，著者は本研究において，共通中間体を経由するマダンガミン類の網羅的な不斉全合成を達
成し，それらの細胞毒性について興味ある知見を得た。本研究で開発された新規反応と複雑な構造
を有する天然物の合成は，生物活性天然物の合成における有用な新規方法論を提示している。著者
のこれらの研究成果は，有機合成化学・創薬化学の進展に貢献し，理学上寄与するところが少なく
ない。 
よって，本論文の著者は博士（理学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い，当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
